
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 
 

会 議 名 令和5年度 滋賀県がん診療連携協議会 第2回企画運営委員会 

開 催 期 間 令和6年3月4日（月）16：00～16：30 

開 催 方 法 ZoomによるWeb開催 

出 席 者 【委員】 

滋賀県立総合病院            足立 壯一  (委員長) 

滋賀県立総合病院            望月 敬之 

滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院 前川 久美子 

大津赤十字病院              辻 將公 

大津赤十字病院              仲川 直行 

公立甲賀病院                金 哲將 

公立甲賀病院                中嶋 康人 

彦根市立病院                川部 篤   (代理)竹治 智 

彦根市立病院                藤原 政広 

市立長浜病院                田久保 康隆 

市立長浜病院                細川 顕 

高島市民病院                中島 研郎 

高島市民病院                渡邊 温士 

滋賀県健康医療福祉部        北川 肇   (代理)細田 崇史 

【部会長】 

滋賀県立総合病院            山内 智香子 (相談支援部会長) 

大津赤十字病院              辻 將公   (地域連携部会長) 

滋賀県立総合病院            山本 秀和  (がん登録推進部会長) 

滋賀医科大学医学部附属病院 谷 眞至   (診療支援部会長) 

滋賀県立総合病院            花木 宏治   (緩和ケア推進部会長) 

（敬称略） 

欠 席 者 【部会長】 

滋賀医科大学医学部附属病院 今井 晋二  (研修推進部会長) 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和5年度の活動報告および令和6年度の取組について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の活動と最終評価について、下記の

とおり報告があり、承認された。 

（協議会・企画運営委員会） 

    協議会活動の周知、がん医療フォーラムの開催、ＰＤＣＡサイクルの情報共有など、

当初の計画どおり概ね取り組めた。最終評価は「Ａ」としたい。 

    令和6年度についても引き続き、同じ内容で、評価検討を行うとの説明があった。 

（相談支援部会） 

アクションプランのとおり適切に実施できている。コロナウィルスの影響で制限し

ていたがん患者サロンを全て再開できた。1月末までにがん拠点病院で合計68回開催

し、182名の参加があった。がん相談後のアンケートの報告件数は4月から12月の9か

月で187件、昨年同時期の188件と同程度であった。最終評価は「Ａ」としたい。 

令和6年度については、PDCAチェックリスト、アクションプランシートの目標は継

続し、取組みについては一部変更予定。全体としては、今年度から引き続き各医療機

関での実施状況を確認し情報共有を行うことで、支援の充実に努めていきたいと考え

ているとの説明があった。 



 

 （地域連携部会） 

    部会・ワーキングは現地とWebのハイブリッド開催と電子メール会議を実施。 

   地域連携パス登録件数は、2023年4月から12月（2024.1.12現在）で『142件』となって

いる。前年度を上回る見込みで200件近くになる見込みである。地域連携パスの改訂

は、乳がん・前立腺がんの改訂を行い、2024年4月より運用予定。最終評価は「Ａ」と

したい。 

    令和6年度については、地域連携パス登録件数は200件を見込んでいる。地域連携パ

スと緩和ケアパスの見直しを予定、地域連携パスの評価、がん診療連携に係る情報共

有を行っていくとの説明があった。 

 （がん登録推進部会） 

    部会、研修会の開催および院内がん登録全国集計のデータ提出など計画通り行っ

た。アクションプランシートの目標はがん登録実務のスキルアップおよびがん登録の

標準化と精度向上の推進、実務者研修を2回実施。院内がん登録全国集計データを部会

員である実務者で相互チェックを行うことで精度向上を行っている。最終評価は「Ａ」

としたい。統計データを各施設でホームページ上に公表、院内の周知目的に資料を作

成。今後も継続して積極的に、がん登録情報の活用と公開を進めたいと考えていると

の説明があった。 

 （診療支援部会） 

    今年度はZoom形式1回、メール会議2回で開催し、“がん情報しが”の「がん診療に関

するトピックス」や「治療法一覧」について見直しを行った。トピックスは今回から

掲載5年以上を経過した情報を削除し、新しい情報を公開できるように更新を行った。

治療法は多岐にわたることから基本的に保険診療とし、特殊な治療法については掲載

しないことを前提に、各施設より情報提供をいただいた。これらの情報を、“がん情報

しが”からリンクさせ内容の更新を行い、サイトの充実化を図った。“がん情報しが”

へのアクセス件数は昨年の同時期より3割程度少ないが、令和5年度はセミナーが1位

となっており、現地開催が増加してきたことが要因と考える。ほぼ計画通り実施でき

たため、最終評価は「Ａ」としたい。 

    令和6年度についても引き続き、同じ内容で、評価検討を行うとの説明があった。 

 （研修推進部会） 

    今年度はZoom形式2回で開催し、“がん情報しが”の講演会、研修会などの開催情報

の更新を行った。開催情報一覧については、よりわかりやすくするよう、現地開催と

オンライン開催で表記欄を分ける変更を行い周知した。また、がん看護研修について、

滋賀県立総合病院（基礎編・演習編）は院内外の看護師を対象とし、基礎編はハイブ

リッド形式で開催。滋賀医科大学医学部附属病院（基礎編・演習編）は院内の看護師

を対象に開催。がんに関する講演会、研修会などは昨年度と比較すると、現地開催と

ハイブリッド開催が増加し、患者さんに参加いただき、情報を得られる機会が増加し

ていると考える。ほぼ計画どおり実施したので、最終評価は「Ａ」としたい。 

    令和6年度についても引き続き、同じ内容で、評価検討を行うとの説明があった。 

 （緩和ケア推進部会） 

    緩和ケア研修会自体は当初計画通り全９回実施することが出来た。年度当初は新型

コロナの影響も受ける中、「院外受講者の受入可否」は各施設判断としながら、大半の

施設が「院外受講可」として実施。今後は地域の開業医の方々にも積極的に参加いた

だけるよう働きかけていきたいと考えている。部会事業については、一部、日程変更

を行いながらも、全部会事業を実施。最終評価は「Ａ」としたい。 

コロナ禍を経験し、WEB会議に対する抵抗感も薄まってきており、従来のように全

てを対面で行うのではなく、一部の打合せや研修会は適宜WEB会議を活用し効率的に

進めた。顔と顔を合わせて行った方が良いという意見もあり、次年度以降はWEBと現

地開催を使い分けながら、各種部会事業を進めたいと考えているとの説明があった。 

令和6年度については、これから部会を通して決まっていくため現時点では未定で

あるが、今年度と同じような形で部会事業を進めていくと説明があった。 

 



 

【報告事項】 

2. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2023 滋賀医科大学について 

・コロナで中止となっていたリレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学が10/14 

 (土)、 15(日)に5年ぶりに対面で開催され、前回同様に各病院に勤務するがん相談

員等に協力をいただき、リレーウォークおよび相談ブースを出展させていただいた。 

3. 第15回滋賀県がん医療フォーラムの結果について 

・令和6年2月10日(土)に開場のみの対面で開催した。 

講演内容：「標準治療と自分にあった治療選択」 

会場：栗東芸術文化会館SAKIRA（さきら）大ホール 

参加者数：255名（事前申込：207名 当日参加：26名 聴講スタッフ：22名）  

・アンケート結果 

回収は170件で約72％の方から回答をいただいた。基調講演、講演と特別講演の評価

はともに、「よくなかった」の回答は0件、「あまりよくなかった」は基調講演で1件、

特別講演で2件あり、詳細について説明があった。 

  今回のフォーラムは、聞きやすかった、わかりやすかったという回答を多くいただ

けた。向井亜紀さんの特別講演では、経験談を聞いて元気をもらった。また、相談支

援センターの存在を初めて知ったという回答が複数あった。 

・来年度については、閉会の挨拶、特別講演の座長を副会長の滋賀医科大学 田中病院

長にお願いをさせていただく。特別講演については今年度、同様に、著名人にお願い

したいと考えている。各医療機関の皆様には運営スタッフのご協力をお願いしたいと

説明があった。 

4. 患者体験調査について 

・国立がん研究センターがん対策研究所 医療政策部が厚生労働省から委託を受けて、

国のがん対策の効果や進捗を知るためのアンケート調査が実施された旨の報告があ

った。 

・前回は令和3年に実施され今回が3度目。前回までは都道府県がん診療連携拠点病院の

みであったが、無作為に抽出された地域がん診療連携拠点病院も追加となった。調査

協力不可とすることも可能。 

・県立総合病院としては都道府県がん診療連携拠点病院として前回も調査に参加して

いるため、今回も倫理委員会で承認をいただき参加。 

・調査協力の依頼があると思われるため報告。またアンケート結果の報告があれば共有

させていただくとの説明があった。 

5. 県からの報告事項等 

・令和5年度と変更がないため、各自、資料確認をお願いしたいとの説明があった。 

6  その他 

・特になし 

そ の 他 【次回開催予定】 

   令和6年8月予定。 

 以上のとおり報告します。                          令和6年 3月 4日 

企画運営委員会 委員長 足立 壯一 


